
今日までの遊佐高をお届けします 

令和４年度に向けて多くの教職員の異動を経

て、今年度の遊佐高校がスタートしました。教頭

先生をはじめ、

１０名の教職員

をお迎えするこ

とになりまし

た。 

 

新入生は男子１５名、

女子９名 計２４名を迎

えることができました。

遊佐中出身者６名、酒田

市内から１１名、そして

『遊佐町自然体型験留学制度』を活用して入学し

てきた（東京都２名・神奈川県２名・千葉県２・

愛知県１名）計７名の

新入生です。新入生代

表として宣誓を石井

龍海さん(鳥海八幡中

出身)が行いました。 

 

生徒会長の安藤希祥さん（愛

知県名古屋市天白中出身）が歓迎

の挨拶を

し、部紹

介のあと新入生を歓迎す

るため、全校でのレクリエーションが行われまし

た。 

少年サポートセンター庄内の少年補導専門官

清野典子さんと少年補導係長の相田俊幸さんを

講師に迎え、携帯電話・スマー

トフォン講話を開催しました。

高校生の身近にある危険につ

いてお話しいただき、自分のス

マホの使い方などを再確認す

ることができました。 

 

今年度のデュ

アル実践は１３

名の生徒がそれ

ぞれが希望する

事業所にお世話

になります。調印

式とあわせて、事業所の方ならび運営委員の方も

同席して校内において開講式が実施されました。 

 

 昨年度、実施できなかった修学旅行を１泊２日

の日程で秋田県内を回り、たくさんの思い出を作

ってきました。３年次生全員が参加することがで

き、クラスの団結力も一層深まったようです。 
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地元の青年部の方々にお越しいただき、働くこ

とについてのインタビューを行いました。５つの

グループに分かれ、仕事のやりがいや仕事を行う

うえで身に付けておかなければならないことな

ど熱心に質問していま

した。これから進路活

動に向かう３年生にと

って大変参考となる企

画となりました。 

 

昭和 2 年に遊佐実業

公民学校から始まった

本校は、令和４年度で創

立 9６周年を迎えました。

新型コロナウィルス感 

染症拡大防止のため、同窓会長の髙橋冠治様のみ

をご来賓にお招きし、式典を挙行することができ

ました。また、記念講演ではヤマガタデザイン株

式会社代表取締役の山中大介さんに講師をお願

いし『山形庄内をモデルに、未来にときめく社会

を創る』と題して、ご講演をいただきました。地

域課題を解決する事業に次々に取り組み、大人も

子どももワクワクする社会を創ることへの挑戦

についてお話しい

ただきました。生徒

も職員も大いに刺

激を受ける講演と

なりました。 

 

６月３日に遊佐高校１年次生と遊佐中学校の

１年生との合同活動として、町内にある西浜海岸

の清掃活動を行いました。流木や漂着ゴミの多さ

にびっくりしながらも、高校生がリーダー役とな

り、中学生と協力しながら次々とゴミを拾い集め

ていました。町内にある学校同士の交流と家庭か

らのゴミ削減を意識する取り組みとなりました。 

 

本校新体操部の小澤飛翔さん小澤大翔さんの

２人が６月４日から５日に行われた県高校総体

において、小沢飛翔さんが個人優勝、小沢大翔さ

んが個人２位となる快挙を成し遂げてくれまし

た。１位となった小澤飛翔さんは８月に香川県で

開催される全国高校総体（インターハイ）に出場

します。さらに２名とも６月２４日から地元の酒

田市国体記念体育館で行われる東北大会に出場

することになりました。東北・全国の大舞台でも

活躍してくれることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

これからの遊佐高をお知らせします 

7月 15～16日に予定されている遊佐高祭は、

新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から、

今年度も一般公開は行わず、内容を工夫しながら

実施する予定です。生徒達の思い出に残るイベン

トとなるよう準備していきます。 

7/26 から 8/21までの期間となります。３年

生にとっては企業見学やオープンキャンパスな

ど進路決定に向けた大事な期間となります。 

8/１(月)に予定しています。中学３年生のみな

さんの来校をお待ちしております。 


